
文化庁主催文化遺産国際協力拠点交流事業
第 33 回国際遺跡研究セミナー

「中央アジア古代 ・中世の考古学研究動向」

【日時】10 月 18 日 ( 金 ) 13：30 ～ 18：00
【会場】平城宮跡資料館講堂・オンライン（Microsoft teams）
　

講演１ 13：30 ～ 14：30　
）長所　所究研学古考ドンカルマサ庁産遺化文ンタスキベズウ（ vodiaS nohknimuM

「学際的研究から見たカラハン朝時代における中央ソグドの社会・経済生活」

講演２ 14：30 ～ 15：30
）長所　ータンセ学古考立国ーミデカア学科ンタスキベズウ（ voduskaM dohraF

「中央アジア高地における中世遊牧民の都市化：最近の研究」

休憩 15：30 ～ 15：45

講演３ 15：45～ 16：45
Akhan Onggaruly ( カザフスタン共和国国立マルグラン考古学研究所　所長 )
「カザフスタンにおける 1～ 5世紀の遺跡研究の予備的成果」

講演４ 16：45 ～ 17：45
Taylor Hermes ( 米国アーカンソー大学　助教授 )
「中央アジアの古代の動物の生体分子分析に関する活発なプロジェクト」

事前申込不要。
オンラインでご参加の方は
右記QRコードからご登録ください。

【発表言語】ロシア語（日本語逐次通訳あり）
【お問い合わせ先】
奈良文化財研究所　国際遺跡研究室 笠原　
kasahara-t3a@nich.go.jp


